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教材４－Ａ－（５） 度数分布表 

 
①『相対度数』の解決のために 

 

  

○  相対度数とは、 

 

「その階級の度数の、資料全体の個数（各階級の 

度数の合計）に対する割合」であるから、              

                

 

 

（相対度数）＝           で求められる。 

 

 

 

 

   右上の表でハンドボールを２０ｍ以上２５ｍ未満 

の階級で、この階級の度数は 

 

            人です。 

 

   よって、 

 

相対度数は    ＝ ０.２８ となる。 

 

○ 相対度数は、全体の個数が異なるいくつかの資料を比べるときに、大変便利である。 

                   

 

 

 

 右上の【表】Ｂ中学校のハンドボール投げの記録について、次の記録の生徒が入る階級の相対度数を

求めなさい。 

 

（１）２７ｍ  

 

 

 

（２）３４ｍ 

 

 

 

（３）１５ｍ 

 

 
 

 

階級(ｍ) 度数(人) 相対度数 

以上  未満 

０～５ 

５～１０ 

１０～１５ 

１５～２０ 

２０～２５ 

２５～３０ 

３０～３５ 

３５～４０ 

   

０ 

  ２ 

３ 

  ９ 

１６ 

 ８ 

  １ 

１ 

   

 

 

 

 

ａ 

   

 

合計 ４０ １．００ 

たしかめよう 

【

【表】Ｂ中学校のハンドボール投げの記録 

 

４０

１６

 
 


